
紙はなくてはならない生活必需品であると同時
に、産業や文化を側面から支えています。新聞、
雑誌などの情報媒体として、ﾃｨｯｼｭﾍﾟｰﾊﾟｰやﾄｲ
ﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰなどは生活用品として、更に資材等
などに幅広く使用されています。日本で一番多く
生産されるのは、印刷・情報用紙でありまして、
続くのが段ボールになります。 
 社会経済の発展、生活文化の向上に伴い、紙の用途は多様化して、それぞれの
分野で使用されています。その消費量も各分野での経済活動の増加とともに増え
ていますので、原料確保の観点から古紙の重要性が日増しに高まっています。今
後地球規模での環境保全といった大きなテーマとして、長期的な視野で取り組ん
でいかなければなりません。そこで注目されているのが古紙です。再生利用した
紙を使用し、さらにその紙を回収する、これが紙のリサイクルです！ 

日本人の紙の消費量はどれくらいだと思います？ 

実は・・・1人1日当たり 604g 
（コピー用紙や包装紙、段ボール等を含め） 

A4の紙で約121枚分 
世界で6番目に多く消費しています 

 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.icleen.co.jp/ 
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現在の森林面積は38億1861万ha。現状のままいけば、 
100年後には地球から森林がなくなると言われています。 
 
地球上にある陸地の３割が森林とされ、そこは水を貯め込む “自
然のダム”とも言われています。森林には地球上の生物が ５～８

割生息し、病気に有効な微生物や菌類などもいるそうです。また、
二酸化炭素を吸収して、栄養と酸素を作り出す（光合成）という大
切な役割を担っております。 
  

前職はALSOK福島の福島支社、

機械警備隊の警備員として約十
一年勤めあげました。それ以前
は陸上自衛隊で北海道の真駒内
駐屯地で約四年、戦車隊の隊員
を務めさせて頂いておりました。
経歴だけを見てみると、筋肉隆々
の屈強な男を想像される方もおら
れるかもしれませんが、その実態
は、メタボリックで笑顔溢れる、ど
こにでもいそうな男です。見かけ
たら是非お声掛け頂ければ幸い
です。 

  
森林の一部は紙の原料として使用されます。日本の現状として、紙の年間使用量は約2730万トン。1トンの紙を作る
には直径14ｃｍ×長さ8ｍの立ち木が３０本必要となります。計算するとものすごい量になります。森林破壊を防ぐ為

には企業・個人が協力し紙の原料を立木からではなく、古紙のリサイクルで賄う努力や森林を守る為の活動をする必
要があります。すぐできる取組として・・・・ 
  

                      
 
 
 
 

森林破壊を防ぐ為には普段の行動を見直し無駄な消費をしない様、生活することが一番の地球に対しての思いやり
なのです。未来の子供たちへ美しい地球と言う名のバトンを繋いでいきましょう！ 

・古紙リサイクルを積極的に行う。 
・紙を大切に使う。 
・植林などの森林保全活動へ積極的に参加する。 
・ｅｔｃ  
 

様々な企業で５Ｓを取り入れ実践されておられると思い
ます。弊社も武者修行にてお世話になった、新日本ビ
ルサービス様の取り組みを見て「これは当社でも取り入
れるべき！」と修行参加者の庄司（仙台センター所長）
が声をあげ５Ｓをスタートしました。５Ｓ・・・・思ってた以
上に奥が深い。ただ単に徹底的に綺麗し、整理整頓す
れば良いというものではない・・・・この整頓が一番のポ
イントで、いかに使いやすい環境を自分たちで考え構
築するかが大切で、一見整頓しているように見えても実
は整列させているだけの事が多いようです。また、整理
と整頓を実施していくことで、選択と決断する能力が身
に付き、人材育成にもつながっていくのも５Ｓの良さで
す。当グループの今年度のスローガンは「選択と決断
～覚悟をもって～」です。まさにうってつけ。５Ｓを実践し
ていき、綺麗な状態でお客様をお迎えできる環境を構
築しつつ、弊社で求める人材の育成ができるツールと
なれば、これ以上の事はありません。まだまだ整列レベ
ルですが、少しずつ前進していき、胸を張って弊社の５
Ｓを見て下さいとお客様をお招きできる日を目指し、頑
張ってまいります！ 

 

初めまして、私は七月よりアイクリーン福島センターでお世
話になっております、鈴木浩巳（すずきひろみ）と申します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今後も日進月歩精進し、 

「人に、地球に、豊かな環境を」を肝に銘じに尽力していきま
す。何卒宜しくお願い致します!! 
 
 
 


